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I Are you doing physics or just calculation? Jとし三う質問を受けて、樗然とした。「物理を
するj ということが、如何なることであり し1かに大切かと言うことを思い知らされたの
である o Brandeis大学では、 2名の大学院生を指導した。一人は、量子パーコレーション
を繰り込み群によって解析し、量子効果による臨界点および臨界指数の変化を具捧的に求
めた。また、量子パーコレーションにおけるトンネノレ効果についても成果を出した。抱の
一人とは、量子超j奇期構造における電子輪送について研究したc 量子井戸に閉じ込められ
? ?? ??
独釘性の岐路の中で
た電子に電場を掛けると、通常とは逆の方向に分極が生じるという驚くべき結果を示した。
1985年、 PhysicsToday誌の最近の研究を紹介する記事の中で、規則的だが間期性を持
たない原子配列をとる新しい物質相(準結晶と呼ばれる)が紹分された。国体物理学の講
義では、周期結晶が持つエネルギーバンドの特徴について講義しており、一方、京都大学
の時代に、不規則な物賞がもっエネノレギーバンド構造の特徴についての松田教授らの研究
を勉強していた。それらの再極限の中間に位置する準結晶のバンド構造がどちらに近いの
かという問;士、国体物理学の基本的問題であると認識し、直ちに大学院生と計算し、世界
に先駆けて成果を発表できた。さらに、不規則系について開発されていた方法を吊いて， 1 
次元の準結晶についてバンド構造を理論的に求める方法を考えた。ちょうど、 CCNYの
Birman教授とその学生が同じ問題に興味を持っていることがわかり、宜ちに共同研究を行
い、バンド構造に関する重要な成果を持た。また、 North Eastern大学の博士研究員をされ
ていた青山秀明博士とともに、ハイパーインプレーションという準周期配列に存在する対
幹性を発晃したのもこの頃である。
1987および1988年の夏に、金沢大学の樋渡保秋教授がし試らくボストンに葎在された。
ストキャスティック伝導理論の超イオン伝導体で見られるジャンプ運動への応用について
行っていた計算を説明すると、樋渡教授は同様のジャンプ運動がガラス形成過在でも見ら
れるので、ガラス転移に応用できるのではなし1かという示唆をされた。これが、その後 2
0年にわたる私の主要テーマとなった[ガラス転移の研究J[こ取り組むきっかけである。
なお、これらの研究とは独立に、つながりの強さが距離とともに減少するソフトパーコ
レーション過程という新たなパーコレーション過程を提案し、パーコレーション転移の起
こる謡界点はモデ、/レのパラメーターには依存しないが、臨界指数はパラメーターに依存す
るという通常の臨界現象で見られる普遍性とは逆の普遍性が存在するという極めてユニー
クな結果を報告した。
CCNY、Brandeis大学で、現象の本質をとらえたモデ、/レ化の大切さ、物理をすることの
大拐さ、そして自己主張の大切さを学んだことが、「槽粕を嘗めるj ことなく、 i{周{糞不轟」
を保ち、 f想像を遣しくする」という独創的な発想の原動力を与えてくれた。
4. 再び日本へ
1987年の夏に、ボストンを訪問された京都工芸繊維大学の武野正三教授から京都に戻ら
なし市亙としづお誘いを受けた。それから 2年後に、京都工芸繊維大学の工芸学部に教授と
して採用されたので、 E本に戻る決断をした。京都工芸繊雄大学では学科目としての物理
学の担当だ、ったので、訴究はすべて自分の手を動かして行った。 Brandeis大学で始めたガ
ラス転移に関する研究は佳境~，こ入った。また、整数論が専門の金子昌信助教護着任され、
共同研究によって自己相似性による 1次元準居期配列の分類に成功した。
1992年 3月に東京で開催され自本物理学会からの婦りの新幹隷で、京都まで九州大学の
)! [椅恭治教授と一緒になった。そのとき、九州大学の教授公募に応募しないかと声を卦け
?
?
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ていただいたのが、 1993年春に九州大学理学部に移動するきっかけであった。九州大
学では、物性理論講座を担当したので、多くの大学院生と一緒に研究をすることができた。
研究室に配属されてきた学部4年生の卒業新究には、世界の最先端の研究テーマで、その
研究によって博士の学泣も取れるようなものを取り上げることを心がけたc ほとんどすべ
てのテーマは、国際会議、外国の学術雑誌、研究者との討論から思いついた問題を整理し、
4年生でも取り組め、かっ最終的に学生論文を書けば、一家をなせるようなテーマとして、
問題を設定した。例えば、 1粒子から顕に粒子数を増したときの重力場中の粒子の統計力
学的譲る舞い、講造が時期的に揺らぐ系における輪送現象と境界摂動法、ソヲトンの散乱
用題とソソトンデ、パイス、譲雑ネットワーク上のダイナミックス、社会物理学など，これ
らのテーマはどれも百本ではほとんど見られないテーマである。
ガラス転移に関する最も重要な仕事i士、最近も継続している自由エネルギーランドスケ
ープ理論であるが、この考え方に至ったのは極めてユニークな体験からである。譲体の逼
度を下げて酉北させるとき、結晶記する場合とガラスイヒする場合がある。 10年ほど前のこ
とだが、硯究室からの帰り道で、自分が原子になって、自分を含め周りの温度がどんどん
下がったとき、果たして告分はどう振る舞うだろうかということを想復してみた。当然の
ことながら、原子は、結晶イ七に向かおうがガラス化に向かおうが同じような振る舞いをす
るはずだから、結晶化とガラス化を理解する理論的枠組みをそれほど大差ないはずであり、
自由エネノレギーランドスケープという考えにたどり着いたのである。想、援することが創造
への道を拓いてくれたのである。
5. 独創?生を育む三つの言葉
本稽のキーワードとした三つの言葉iこ触れておこう。
「糟粕を嘗むる勿かれj としづ言葉は、 f荘子J天道請に書かれている中国の故事に由来
するものであるが、ヨ本のf童大な物理学者である長岡半太郎博士が愛された言葉である。
大学で学ぶ学生に、また若き研究者に「つねに創造的であれj ということを念じて、長関
先生が揮筆された「勿嘗糟粕」とし1う額が、呂本のいくつかの大学に残されている。
ifJ奇穣不器j は、同志社大学の創立者でまうる教育家新島裏が特に好んだ言葉で、殺の教
育理念の中に「傭模不重量なる書生を圧東せす務めて其の本性に従い云々j とある。司馬遼
太郎も「偶議不罵」という言葉を愛したようであるが、この言葉自体「日本書紀j に同義
語が見られことから分かるように、日本では古来優れた人の大切な姿勢であると考えられ
ていた。
最後に「想像力j にも触れておこう。私の知人で、ある著名な小説家と会った折に、科学
研究の進め方と小説を書くときの考え方を話し合ったことがある。純文学としての小説は、
ある事柄を起点として、 f想像」によって過去あるいは未来に広大な世界が去がり、それを
文章にしていくのだと言うことであったc
作曲家にとっても「想録力」が重要であるようだ。ウィーン郊外のハイリゲ、ンシュタッ
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トとしづ省にベートーベンの名を冠する小径がある。ベートーベンは、この辺りを散策し
ながら「田国交響曲j を存曲したと言われている。せせらぎの聞こえる小径を歩くと、近
くの丘のブドウ畑を吹き抜けた現が類をなでる。ベートーベンの時代にはウィーンの中心
街に向かつて畑が波打っていたことであろう。長閑な景色の中に音を聞くことから，壮大
な交響曲が生まれたのではないであろうか。
科学の研究においても、また技術の開発においても、一つの事柄から如何に多くを想像
し、如何に本質的な問題設定をするかが最も重要なことである。それらの問題を一歩一歩
解決し、想録した世界に到達することによって、独創的な発見や発明が行われるのである c
読者の方が、本構で述べたことを糧として、独創性豊かな優れた窃究者に育たれることを
期待する。
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